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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、報告者がこれまで取り組んできたデリダ研究の成果を基盤としながら、そ
れを発展させることによって「情動のデモクラシー」という独自の哲学的観点から、いくつかの哲学的な議論を練り上
げたことである。その結果、「友愛」「情熱」「労働」「決断」といった概念についての現代の議論に多角的に貢献す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：On the basis of my studies on Jacques Derrida, this research elaborated some 
arguments from my own standpoint termed "Affective Democracy", and contributed to our contemporary 
debates on philosophical and political concepts such as "friendship", "passion", "labour", and 
"decision-making" from their various perspectives.

研究分野： 哲学・倫理学

キーワード： デリダ　脱構築
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１．研究開始当初の背景 
 
 90 年代以降、冷戦体制崩壊後のグローバル
化に伴って、9・11 テロ事件をはじめとした
世界の政治的・宗教的・民族的な衝突は激化
し続けており、最善の政治体制として信じら
れてきた「民主主義」という原理は根本から
問い質されるようになった。事実、現代の社
会・政治哲学のシーン全体にあって民主主義
論は非常に盛んである（熟議的民主主義、対
話型民主主義、共同体論的民主主義、リベラ
ル民主主義、ラディカル民主主義、闘技民主
主義など）。 
 他方、現代の政治哲学を特徴づける新たな
視座として近年ますます注目を集めている
のは、パトス──感情・情念・情動──の観点で
ある。たとえば近年マーサ・ヌスバウムは、
法の感情的な起源を問い直すことでアメリ
カ・リベラリズムの社会秩序の基層を解明し
てみせた（『感情と法』2004 年）。実際、今日
の民主主義の機能不全の一端は、高度に発達
したメディア状況（携帯電話、インターネッ
ト、ＳＮＳ等）に媒介された感情的ポピュリ
ズムに起因するものであり、現代民主主義の
原理は、旧来のロゴス（討議）中心主義の観
点にとどまることなく、パトスの観点からこ
そ問い直されなければならない。 
 私見では、現代哲学にあってこの観点を
「友愛」という政治的感情に注目することで
いち早く打ち出していたのは、現代フランス
の哲学者ジャック・デリダであった。報告者
のこれまでの研究は、デリダの討議民主主義
論に絞った考察に重点があったが、本研究は、
先述した視座から民主主義論の全体を研究
の中心に据え、デリダ特有の友愛論を政治的
情動論の範型と解釈し直すことによって、
「情動のデモクラシー」研究全体の枠組みへ
と再構成するという点に新たな目論見があ
る。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は「友愛」と「敵対」という
概念対の再検討に基づき、政治的情動の働き
を問う観点から、現代民主主義論の新機軸
を打ち立てることである。友敵論は、古代(プ
ラトン、キケロ等)から現代(シュミット、デ
リダ等 )へと至るまで、哲学思想の長い歴史
において継続的に問い質されてきた。だが
奇妙なことに、この概念対が感情の原理を
基礎としており、それこそが民主主義の根
本問題であるという点が従来十分に追究さ
れてこなかった。本研究は、応募者がこれ
まで取り組んできたデリダ研究の成果を基
盤とすることにより、従来の民主主義の概
念を「情動のデモクラシー」という独自の哲
学的概念へと練り上げ、混迷を深めている民
主主義論の現状に新たな展望を切り開くこ
とを目指す。 
 

３．研究の方法 
 
 本研究は「友敵論」と「民主主義」という
大きな主題を扱うにあたって、次の段階を積
み上げてゆくにより達成される。第一に、デ
リダの民主主義概念が位置づけられる「友
愛」の系譜学の把握と再解釈。これにより、
デリダの民主主義概念の情動論的な意義が
解明される。第二に、第一の成果をもとに、
最新の研究等を活用しつつ、友愛のみならず、
敵対感情を含めた友敵論の一般的な再構築。
これにより政治的情動論の系譜学を描き出
す。第三に、こうして把握された友敵論の歴
史的射程が、いかなるアクチュアリティにお
いて、「情動のデモクラシー」の可能性を開
くものであるのかを追究する。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の研究成果は、以下の二つの視点
（(1)、(2)、(3)）から「情動のデモクラシ
ー」論の基底およびその諸前提をなす論点を
解明し、また、さらに三つの点（(4)、(5)）
において、ジャック・デリダの思想に即しつ
つ「情動のデモクラシー」論の展開をなす論
点を解明した点にある。 
 
(1) 第一に、政治的情動論の範型となるデリ

ダの民主主義論に特有の論点を解明し
た。それによれば、9.11 テロ以後の政治
状況が一般にみて取られるように、
「敵」のつくり出す暴力のイメージ、恐
怖のイメージは、メディアというテクノ
ロジーを介して切り取られ再構成され
て、世界中に伝播し拡散する。それらの
イメージは、人々に恐怖をかき立てる点
で、テロリストたちが活用するものであ
ると同時に、テロを根絶しようとしてい
る者たちがメディアを介し、まさに恐怖
という情動の出来事へと劇化し共有すべ
きものとしてつねに欲している当のもの
にほかならないのである。 

(2) 第二に「決断」と「情熱」。民主主義であ
れ資本主義であれ、近代の市民社会の制
度は、質的に異なる特異な諸個人を均質
化・数量化することで成り立っている。
現代のデモクラシーにおける「決断」の
論点のひとつは、私にとっての他者の存
在を、「誰でもよい誰か」の偶然性のみな
らず「偶然的であるがゆえの必然性」と
していかに肯定できるのか、という点で
ある。デリダのキルケゴール論を手がか
りとしつつ、この肯定性を、キルケゴー
ルが信仰のうちに見出した「他者への情
熱（Lidenskab）」として探究した。 

(3) 第三に「友愛」概念の系譜の再解釈。し
ばしばアリストテレスに帰される「おお
友よ、友はいない」という言葉は、近代
の校訂版によって覆されるにいたった。
しかしデリダの再解釈が明らかにしたの



は、あらゆる友愛が、死者への呼びかけ
としての哀悼的構造をもち、それがむし
ろアリストテレスからニーチェへと至る
友愛の隠された伝統を形成するというこ
とであった。本研究はその論点を明確に
することにより、死せる友たちの記憶に
よって共同体とその政治が形成されてき
た「情動のデモクラシー」の新たな論点
を示すことができた。 

(4) 第四に「労働」と「言語」。ポストフォー
ディズムと呼ばれる現代の労働形態が複
雑になるにつれ、労働の本質はますます
言語によって規定されるようになる。資
本主義のこの言語は、しばしば劣悪な環
境で労働に従事せざるをえない労働者の
「感情労働（やりがい）」を鼓舞するため
の言語としても現れる。他方、デリダが
民主主義の条件として見出したひとつの
要点に「すべてを言う権利」としての言
語の無条件性がある。言語活動のこうし
た無条件性の観点から、資本主義経済に
よる感情労働の搾取という実態を批判的
に考察し、労働の民主化の条件を模索し
た。 

(5) 最後に「国家創設」行為について。本研
究が、情動のデモクラシーの基礎をなす
根本問題として行き着いたのは、国家や
共同体を創設する立法行為の問いであっ
た。デリダのアメリカ独立宣言論は、こ
の問題に、ひとつの言語行為論的な説明
を与えており、なおかつ、言語行為論の
限界を指摘するかたちで、命名や署名の
反覆可能な構造における謎を明らかにし
た。本研究は、この論点をあらためて追
究することにより、情動の共同体を媒介
する「固有名の効果」というさらなる論
点への道筋をつけることができた。 
 
 上記の点に付帯する成果としては、デ
リダの重要だが未邦訳にとどまっていた
独立宣言論を日本語に翻訳・紹介し、デ
リダ研究の基礎資料的な次元での貢献を
することができた。また、初期デリダの
研究に欠かせない、フランスの哲学者ジ
ェラール・グラネルの古典的なデリダ論
も翻訳・紹介することができた。 
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